
平成30年6月3日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（8）

※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、農協、郵便局（簡
易郵便局を除く）、フレッセイ、セブン -イレブン、セーブオン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

※県観光情報誌「ググっとぐんま（春号）」に掲載されている主なイベントを紹介します。
詳しくはお問い合わせください 
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

赤城山新緑＆つつじ
ウィーク ６月24日（日）まで 赤城山各所

関東でも指折りのツツジの名所、
赤城山。期間中に、スタンプ二
つ（赤城神社で一つ、協力店で
一つ）を集めて応募すると、抽
選で豪華景品が当たります 

無料

前橋観光コンベンシ
ョン協会
☎027-235-2211
FAX027-235-2233

赤堀花しょうぶ園 ６月24日（日）まで
赤堀花しょうぶ園
（伊勢崎市下触町）

国指定史跡「女堀」の中に約２万 
５千株の白や紫などのハナショ
ウブが一斉に咲き乱れます

無料

伊勢崎市赤堀経済振
興室
☎0270-62-1151
FAX0270-62-7638

下仁田あじさい祭り ６月９日（土）～
７月８日（日）

下仁田あじさい園
（下仁田町馬山）

関東最大規模のアジサイの楽園。
３㌶の敷地では約２万株のアジ
サイと約1,200本のサルスベリ
が見られます

無料
下仁田町観光協会
☎0274-67-7500
FAX0274-67-7501

荻窪公園
「アジサイの丘」 ６月中旬～７月上旬

荻窪公園
（前橋市荻窪町）

道の駅「赤城の恵」に併設され、
10 種類・約１万６千株のアジ
サイが咲きます。６月17日（日）
には、アジサイまつりが開催さ
れます

無料
前橋市公園管理事務所
☎027-225-2116
FAX027-225-2117 

◆若い頃は単純に「長生き＝幸せ」                                         
と考えていましたが、現在は幸せ
のためには健康が不可欠であると
実感しています。
　ぐんま元気（ＧＥＮＫＩ）の５
か条を参考に「健康で長生き」を
目指し、人生を楽しく過ごしたい
と思います。
 （東吾妻町　54歳）

◆群馬県に引っ越してきて１年が
たちました。こんにゃくが有名な
だけあって、こんにゃくまつりが
あるのですね！楽しそうです。  
　特集のぐんま元気の５か条も覚
えやすいですね。親に元気でいて
もらいたいですし、自分たち家族
も笑顔で健康に過ごしていくため
に参考にしたいです。 
 （伊勢崎市　32歳）
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　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

答え：Ａ～Fを順番に並べると？

A B C D E F

５月号の答えは「ウオーキング」でした。応募総数は1,229通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

たてのかぎ
１
２
４
６
　
８
９

つる性の落葉植物。壁や塀などにはわせる
陸が海に接している所。海辺
自分で食事を作ること
魚や貝などを、しょうゆやみりんなどで味
濃く煮詰めたもの
関西地方での芸者の呼び名
織物を切ったもの。布地

よこのかぎ
１
３
　
５
　
７
９
10

刀や剣などの手で握る部分。刀の○○
低木林や草原にすむ日本特産の鳥。日本の
国鳥
主にニット素材でできた、腰から爪先まで
を肌に密着するように包む衣服
学問と芸術。○○○○会
現代に近い時代。○○○○化
うれしそうに笑みをふくむさま。○○○と
笑う

応募方法　はがき、Ｅメールまたは「ぐんま電子
申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番号 
③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐんま
広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書い
てください（Ｅメールは件名に「クロスワードパ
ズル 6月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 群馬県庁広報課クロスワー
ドパズル係
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg 
-front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上 
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは 
右図から読み取れます
応募期限　6月13日(水)消印有効
※Ｅメール、電子申請は13日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、土
屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフラワー
パーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトー
トバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（７月１
日カターレ富山戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズ
ンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（７月14日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

　先日、思いがけず体調を崩
してしまい病院にお世話にな
りました。
　健康な時にはあまり意識し
ていないものですが、自分や
家族が病気になった時、十分
な医療が受けられることは本
当にありがたいことです。
　いざというときの救急医療
や災害医療、高度で専門的な
医療の体制が整っていること
で私たちは安心して暮らすこ
とができると実感しました。
　自分でも生活習慣を見直す
など、健康には気を付けてい
きたいと思います。
 （小柏）
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県　人　口： 1,951,183人
対　前　月：  -3,851人
　　男　　： 963,444人
　　女　　： 987,739人
世　帯　数： 793,916世帯
（県移動人口調査：平成30年4月1日現在）

６２０１８
県内の開花情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
http://gunma-dc.net/

医
療
を
取
り
巻
く
環
境

　
本
県
に
お
け
る
29
年
10
月
の
人
口
は
１

９
５
万
８
６
１
５
人
で
、
そ
の
う
ち
老
年

人
口
（
65
歳
以
上
）
は
28
・
９
％
と
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
速
な
高
齢
化
や
、
生
活
習
慣
病
の
増

加
、
医
療
技
術
の
高
度
・
専
門
化
、
県
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

医
療
に
対
す
る
県
民
意
識

　
29
年
度
の
「
県
政
県
民
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
「
高
度
で
専
門
的
な
医
療
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
と
回
答
し
た

人
は
81
・
２
％
で
あ
り｢

救
急
医
療
の
体

制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
と
回

答
し
た
人
は
84
・
２
％
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
医
療
の
充
実
に
対
す
る
県
民
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
28
年
度
の｢

保
健
医
療
に
関
す
る

意
識
調
査
」（
県
医
務
課
）
で
は
、
県
民

特集

湯の丸高原（嬬恋村）のレンゲツツジ

が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
る
医
療
分
野
と

し
て
救
急
医
療
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、

が
ん
、
心
疾
患
、
精
神
医
療
、
小
児
医
療

な
ど
も
多
く
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

県
民
が
求
め
る
医
療
の
た
め
に

　
こ
う
し
た
県
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
見

据
え
、
第
15
次
県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け

群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」
で
は
、
基
本
目
標
の
一

つ
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
三
つ
の
施
策
の

柱
を
掲
げ
「
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

・
県
立
病
院
に
お
け
る
高
度
・
専
門
医
療

の
提
供

　
心
疾
患
、
が
ん
、
精
神
医
療
、
周
産
期

を
含
む
小
児
医
療
の
各
分
野
に
お
い
て
、

専
門
性
を
生
か
し
県
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
高
度
な
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
救
急
医
療
の
提
供
体
制
を
充
実
さ

せ
、
各
分
野
の
中
心
的
な
病
院
と
し
て
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

・
が
ん
対
策
等
高
度
先
進
医
療
の
推
進

　
重
粒
子
線
治
療
の
普
及
啓
発
や
、
治
療

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
治
療
を
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
重
粒
子
線
治
療
施
設
を
活
用
し
た

高
度
先
進
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

・
救
急
・
災
害
医
療
対
策

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
や
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
、
救
急
医
療
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
県
内
に
17
あ
る
災
害
拠
点
病
院

の
機
能
強
化
や
Ｄデ

ィ
ー

Ｍマ

Ａッ

Ｔト

（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
の
隊
員
養
成
な
ど
、
災
害
医

療
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
高
度
・
専
門
医
療
を
提
供
す
る
県
立
病

院
を
は
じ
め
、
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目

指
す
県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目
指
し
て

　病
気
や
事
故
、
自
然
災
害
な
ど
は
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　県
は
県
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
度
・
専
門
医
療
や
救
急
・
災
害
医
療

の
提
供
・
充
実
な
ど
を
通
じ
、
県
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
、
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目
指
し
ま
す
。

県立心臓血管センター（前橋市）の
ハイブリッド手術室

県立小児医療センター（渋川市）の
新生児集中治療室（NICU） 県立小児医療センターのNICU車

上空から見た前橋赤十字病院（前橋市） 群馬大学重粒子線医学センター（前橋市）

前橋赤十字病院高度救命救急センター（前橋市） ドクターヘリ

県政県民意識アンケート（29年度）

高度で専門的な医療が
充実していること

（注）表中の表示は以下のとおり集計した
　　重要＝「重要」＋「やや重要」
　　重要ではない＝「全く重要ではない」＋「あまり重要ではない」

※調査対象は満18歳以上の県民3,300人

出典：県広報課

救急医療の体制が
充実していること

重要

81.2％

どちらとも
いえない

13.6％

重要ではない

0.7％
無回答

4.5％

どちらとも
いえない

10.6％

重要ではない

0.4％
無回答

4.8％

重要

84.2％
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本
県
の
救
急
医
療
は
、
軽
度
の
患
者
に

対
す
る
初
期
救
急
医
療
か
ら
緊
急
を
要
す

る
救
命
救
急
医
療
ま
で
、
患
者
の
重
症
度

な
ど
に
よ
り
医
療
機
関
が
連
携
し
て
治
療

に
当
た
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、
重
篤
な
救
急
患
者
を
24
時

間
い
つ
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
四
つ
の
病
院
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
前
橋
赤
十

字
病
院
に
は
、
県
内
唯
一
の
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
ち
、
災
害
時

に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
す
る
な
ど
、
災
害
に

備
え
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
大
規
模
災
害
や
多
傷
病

者
が
発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
で
、
急

性
期
か
ら
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
ち
、

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

す
。
都
道
府
県
単
位
で
組
織
さ
れ
、
医
師
、

看
護
師
、
業
務
調
整
員
（
医
師
・
看
護
師

以
外
の
医
療
職
お
よ
び
事
務
職
員
）
で
構

成
し
ま
す
。

　
災
害
拠
点
病
院
を
中
心
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を

設
置
し
て
い
て
、
現
在
県
全
体
で
は
最
大

55
隊
を
組
織
で
き
ま
す
。
５
年
後
に
は
64

隊
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
研
修
や
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
医
療
研
修

　
県
で
は
、
前
橋
赤
十
字
病
院
を
は
じ
め

と
し
た
各
機
関
と
協
力
し
、
災
害
医
療
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
29
年
７
月
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医

療
機
関
や
消
防
職
員
を
対
象
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
新
規
養
成
す
る
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
隊
員
の
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
度
は
群
馬
大
学
付
属
病
院
や
鉄
道
会

社
の
訓
練
施
設
な
ど
と
も
協
力
し
て
、
参

加
対
象
や
想
定
さ
れ
る
災
害
の
内
容
な
ど

が
異
な
る
５
回
の
研
修
を
行
い
、
合
計
２

０
１
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

救
急
・
災
害
医
療
の
取
り
組
み

本白根山噴火のため西吾妻福祉病院に参集した
ＤＭＡＴ

※災害拠点病院とは、災害時における初期救急医療体制の充実強化を図るための医療機関
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●4●5

●6

●7

●8

●9●10

●11●12

●13

●14

●15

 
前橋赤十字病院
群馬県済生会前橋病院
日高病院
公立藤岡総合病院
公立富岡総合病院
原町赤十字病院
桐生厚生総合病院
太田記念病院
国立病院機構沼田病院
利根中央病院
伊勢崎市民病院
伊勢崎佐波医師会病院
国立病院機構渋川医療センター
国立病院機構高崎総合医療センター
公立館林厚生病院
群馬中央病院
群馬大学医学部付属病院

■

■
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●3
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●5
●6
●7
●8
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●10
●11
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●14
●15
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■ 基幹災害拠点病院
○ 地域災害拠点病院

病院名県内の災害拠点病院

療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る

こ
と
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
24
時
間
体
制
で

専
門
の
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
心
疾

患
の
救
命
救
急
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遠
隔
地
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ

れ
る
救
急
患
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
27
年
に
導
入
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
で
は
、
手
術
台
と
心
血
管
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置
を
併
設
し
、
カ
テ

ー
テ
ル
を
使
用
し
た
内
科
的
治
療
と
切

開
を
伴
う
外
科
的
治
療
を
組
み
合
わ
せ

た
施
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
中
に
状
況
に
よ
っ

て
開
胸
手
術
に
移
行
で
き
る
な
ど
、
医

療
安
全
の
面
か
ら
も
優
れ
た
高
度
な
医

療
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

　
県
立
病
院
の
高
度
・
専
門
医
療
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

の
内
藤
院
長
に
伺
い
ま
し
た

高
度
・
専
門
医
療
を
追
求

　
「
県
立
病
院
の
使
命
は
、
地
域
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
う
ち
、
高

度
な
専
門
性
や
採
算
性
な
ど
の
面
か
ら
、

他
の
医
療
機
関
で
は
提
供
が
困
難
な
医 内

ない

藤
とう

滋
しげ

人
と

さん

　
本
県
に
は
専
門
分
野
（
心
疾
患
、
が
ん
、

精
神
医
療
、
周
産
期
を
含
む
小
児
医
療
）

に
特
化
し
た
四
つ
の
県
立
病
院
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
県
内
の
中
核
を
担
う
専
門
病

院
と
し
て
、
高
度
な
医
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

●
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
）

　
本
県
の
心
疾
患
医
療
の
中
核
と
し
て
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
な
ど
を
活
用
し
た

高
度
・
専
門
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
予
防
か
ら
治
療
、
回
復
ま
で
を
対

象
に
し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
）

　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

さ
れ
、
東
毛
地
域
の
が
ん
診
療
の
拠
点
と

し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
最
新
の
３
・
０
テ
ス
ラ
の

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
）
を
導
入

し
、
よ
り
高
画
質
な
全
身
画
像
を
一
度
の

撮
影
で
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
立
病
院
の
役
割

●
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
崎
市
）

　
本
県
に
お
け
る
精
神
医
療
の
基
幹
病
院

と
し
て
、
入
院
治
療
か
ら
退
院
後
の
地
域

生
活
支
援
ま
で
一
貫
し
た
治
療
・
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
15
年
か
ら
は
全
国
に
先
駆
け
て
精
神
科

救
急
専
門
病
棟
を
導
入
し
、
他
の
精
神
科

医
療
機
関
と
連
携
し
た
精
神
科
救
急
シ
ス

テ
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

●
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渋
川
市
）

　
専
門
医
と
医
療
技
術
者
に
よ
る
チ
ー
ム

医
療
体
制
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
小
児

集
中
治
療
室
）
な
ど
の
施
設
や
高
度
医
療

機
器
を
整
備
し
、
難
病
・
重
症
患
者
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
併
設
し
て
い
る
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
の
周
産
期
医
療

の
中
核
的
機
能
を
担
う
他
、
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
る
分
娩
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
は
、
保
育
器
な
ど
の
設
備
を
備

え
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
車
（
新
生
児
専
用
搬
送
車
）

に
よ
り
、
新
生
児
を
治
療
し
な
が
ら
搬
送

し
ま
す
。

　
ま
た
災
害
医
療
で
は
、
救
急
医
療
の

経
験
や
知
識
が
生
か
さ
れ
ま
す
。
１
月

に
起
き
た
本
白
根
山
の
噴
火
で
は
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
出
動
が
要
請
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
活
用
し
て
西
吾
妻
福
祉
病
院
へ

医
師
を
運
ん
だ
り
、
負
傷
者
を
前
橋
市

内
の
病
院
へ
搬
送
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
な
ど
、
救
急

医
療
の
仕
組
み
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
が
、
災
害
時
の
対
応
に
大

き
く
影
響
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

災
害
拠
点
病
院
と
し
て

　
「
前
橋
赤
十
字
病
院
は
県
の
基
幹
災

害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
、
災
害
時
の

医
療
連
携
体
制
を
考
え
た
り
訓
練
を
計

画
し
た
り
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
現
場
で
必
要
な
専
門
知
識
と
技

術
は
、
研
修
と
訓
練
で
補
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
う
た
め
に
、
災
害
医
療
研
修
を
県

と
一
緒
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

　
救
急
・
災
害
医
療
に
つ
い
て
、
県
災
害

医
療
サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
務
め
る

前
橋
赤
十
字
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
中
村
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た 

救
急
・
災
害
医
療
に
つ
い
て

　
「
救
急
医
療
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
患
者
さ
ん
に
最
善
な
治
療
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
昨
年
度
、
救
急
搬
送
の
患
者

約
７
千
人
の
治
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
現
場
に
短
時
間

で
到
着
し
治
療
を
開
始
で
き
る
た
め
、

究
極
の
往
診
シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
在
の

救
急
医
療
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 中

なか

村
むら

光
みつ

伸
のぶ

さん

（3）平成30年6月3日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）

　
群
馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
セ
ン
タ
ー
は
、

22
年
に
県
と
群
馬
大
学
が
共
同
で
整
備
し

ま
し
た
。
同
様
の
施
設
は
現
在
国
内
に
５

カ
所
あ
り
ま
す
が
、
大
学
に
設
置
さ
れ
る

も
の
と
し
て
は
唯
一
と
な
り
ま
す
。

　
30
年
３
月
末
ま
で
に
２
７
１
１
人
の
治

療
実
績
が
あ
り
、
疾
患
部
位
で
は
泌
尿
器

（
前
立
腺
）
が
１
６
１
５
人
と
最
も
多
く
、 

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る

時
代
を
迎
え
、
重
粒
子
線
治
療
は
が
ん
治

療
法
の
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

群馬大学の重粒子線がん治療実績（人数）
（22年3月～30年3月）

骨軟部
174

頭頸部
168

呼吸器（肺）
186

肝臓214

膵臓151
すい ぞう

とう けい

転移性リンパ節95
下部消化管69 小児16婦人科17

頭蓋底6

泌尿器
（前立腺）
1615

ず がい てい

問
い
合
わ
せ
先

保
険
適
用
範
囲
の
拡
大

　
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
先
進

医
療
の
場
合
、
群
馬
大
学
の
重
粒
子
線
治

療
は
３
１
４
万
円
か
か
り
ま
す
が
、
徐
々

に
保
険
適
用
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

医
療
費
総
額
の
１
〜
３
割
が
自
己
負
担
と

な
り
、
さ
ら
に
高
額
療
養
費
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
事
前
に
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
保
険
者
に
発
行
し
て
も
ら

い
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
ひ
と
月
の
支
払

額
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己
負
担

重
粒
子
線
が
ん
治
療

重
粒
子
線
治
療
資
金
利
子
補
給
制
度

　
県
で
は
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

重
粒
子
線
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
場
合
の
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
な
ど
、

治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

対
象
　
県
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

患
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族
で
、
治
療
を
受

け
る
た
め
に
治
療
費
を
金
融
機
関
な
ど
か

ら
借
り
た
人

対
象
融
資
限
度
額
　
３
１
４
万
円
（
７
年

間
の
返
済
を
限
度
）

補
助
率

　
６
％
を
限
度
と
し
て
、
次
の
区

分
に
よ
り
支
給

・
患
者
が
課
税
世
帯
の
場
合
…
借
入
利
率

の
５
／
10

・
患
者
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
…
10
／
10

ご
参
加
く
だ
さ
い

保険適用
されるがん

・
骨
軟
部
腫
瘍
（
切
除
非
適
応
）

◎
前
立
腺
が
ん（
転
移
の
な
い
も
の
）

◎
頭
頸
部
悪
性
腫
瘍
（
口こ

う

腔く
う･

咽
喉

頭
の
扁へ

ん

平ぺ
い

上
皮
が
ん
を
除
く
）

※
◎
は
30
年
４
月
か
ら
新
た
に
適
用

県
庁
医
務
課

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
５
３
５

FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
０
５
３
１

県
庁
病
院
局
総
務
課

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
１
０

FAX

０
２
７
・
２
２
１
・
８
８
１
８

　
重
粒
子
線
治
療
に
つ
い
て
、
群
馬
大
学

重
粒
子
線
医
学
セ
ン
タ
ー
の
大
野
副
セ
ン

タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

広
が
る
が
ん
治
療
の
選
択
肢

　
「
重
粒
子
線
治
療
は
、
が
ん
治
療
の

一
つ
の
選
択
肢
で
す
。
一
般
的
に
は
手

術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
な
ど
の
治
療

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
病

状
な
ど
に
よ
り
最
適
な
方
法
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
は
重
粒
子
線
治
療
に
よ

る
効
果
だ
け
で
な
く
、
起
こ
り
得
る
再

発
や
副
作
用
に
つ
い
て
も
十
分
に
説
明 大

おお

野
の

達
たつ

也
や

さん

し
、
納
得
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
看
護
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
は
、
治

療
に
関
す
る
不
明
な
点
を
説
明
す
る
な

ど
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
支
援
し
て

い
き
ま
す
」

医
療
の
地
域
連
携

　
「
当
セ
ン
タ
ー
は
大
学
病
院
に
併
設

し
て
い
る
た
め
、
重
粒
子
線
治
療
と
他

の
が
ん
治
療
の
併
用
が
必
要
な
場
合
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
や
、
が
ん
以
外
の

持
病
が
あ
る
人
で
も
専
門
の
医
療
チ
ー

ム
で
診
療
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す
。

　
重
粒
子
線
治
療
に
特
化
し
た
施
設
と

し
て
、
専
門
的
な
治
療
を
し
た
後
は
、

地
元
の
か
か
り
つ
け
医
と
協
力
し
て
経

過
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携
体
制
が
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
で
、
群
馬
県
全
体

が
一
つ
の
大
き
な
病
院
の
よ
う
に
な
る

こ
と
が
理
想
で
す
ね
」

県
民
講
演
会
「
ぐ
ん
ま
の
重
粒
子

線
が
ん
治
療
」

期
日
　
６
月
17
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受

け
付
け
は
１
時
か
ら
）

場
所
　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
や
治
療

実
績
、
治
療
の
流
れ
や
治
療
法
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
　

費
用
　
無
料

定
員

　
４
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈭

申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ 

ー
ル
。
件
名
に｢

重
粒
子
線
講
演
会
」
と

記
入
し
、
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す

申
・
問

　
県
庁
医
務
課
（
☎
・ 

FAX 

左
記

　

im
uka@

pref.gunm
a.lg.jp

）

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康
公

開
講
座
「
脂
質
異
常
症
と
血
管
の

病
気
に
つ
い
て
」

期
日

　
６
月
22
日
㈮

時
間
　
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場
　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
亀
泉
町
）

内
容
　
脂
質
異
常
症
が
引
き
起
こ
す
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
作
の
予
防
に
つ

い
て
医
師
が
、
運
動
の
効
果
に
つ
い
て
理

学
療
法
士
が
話
し
ま
す

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
６
月
20
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
。
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
☎ 

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５
　
FAX

０
２ 

７
・
２
６
９
・
１
４
９
２
）

が
ん
に
関
す
る
「
市
民
講
座
」

　
最
新
の
治
療
法
や
、
患
者
を
地
域
で
支

え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
　
６
月
30
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
（
０
時
30

分
開
場
）

会
場

　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容

○
演
題
・
講
師

・
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に

よ
る
が
ん
治
療
」

　
砂す

な

が長
則の

り

明あ
き

（
群
馬
大

学
医
学
部
付
属
病
院
呼
吸
器
・
ア
レ
ル

ギ
ー
内
科
医
師
）

・
「
生
き
る
力
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緩

和
ケ
ア
」

　
大お

お

石い
し

春は
る

美み

（
心
の
郷
穂
波
の

郷
ク
リ
ニ
ッ
ク
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

は
る
か
セ
ン
タ
ー
長
）

○
交
流
茶
話
会

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
自
動
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

県
庁
県
民
駐
車
場
（
前
橋
市
大
手
町
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
　
群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院
（
☎
０ 

２
７
・
２
２
０
・
７
８
５
４
　
FAX

０
２
７ 

・
２
２
０
・
７
８
３
２
）

限
度
額
ま
で
を
支
払
う
だ
け
で
済
み
ま
す
。

申
は
申
込
先
、
問
は
問
い
合
わ
せ
先
、

は
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
す

重
粒
子
線
治
療
の
三
つ
の
特
長

●
が
ん
病
巣
に
集
中
し
て
照
射

　
周
辺
の
正
常
部
位
に
は
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い

た
め
、
一
般
的
な
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
放
射
線

治
療
に
比
べ
副
作
用
が
少
な
い
。

●
エ
ッ
ク
ス
線
が
効
き
に
く
い
が
ん
に

も
効
く

　
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
効
果
が
高
い
た
め
、

エ
ッ
ク
ス
線
で
は
治
り
に
く
い
と
さ
れ
て
き
た

が
ん
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
。

●
短
期
間
（
平
均
３
週
間
）
で
治
療
で

き
る

　
エ
ッ
ク
ス
線
治
療
（
６
〜
７
週
間
）
と
比
べ
、

照
射
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
短

い
期
間
で
治
療
で
き
る
。
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 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします
問は問い合わせ先、相は相談先、申は申込先、 はＥメールアドレス、HP はホームページです

あなたのレシピが全国へ！ 「県きのこ料理コンクール｣ 作品募集
対象 県内に在住または在勤、在学している人
内容 キノコを使用した料理のレシピ
・キノコは県産のものを使用　・食材費は４人分で２千円以内　※本審査は食材費２千円を支給します
・調理時間は60分以内（乾燥したキノコなどを水で戻す時間は除く）　・未発表のもの
賞 最優秀賞１点、優秀賞４点、優良賞・奨励賞若干　※賞状と副賞を贈呈します
応募期間 ６月18日（月）～９月28日（金）　 応募方法 所定の応募票　※詳しくは、県ホームページ（http://
www.pref.gunma.jp/06/e3600109.html）をご確認ください
応募票配布場所 市役所・町村役場、県環境森林事務所、県森林事務所、県庁県民センター、県庁林業振興課、
県森林組合連合会（前橋市上大島町）　※県ホームページ（前記）からも入手できます
その他
・１次審査（書類審査）通過作品は、12月１日（土）に山崎学園群馬調理師専門学校（前橋市小屋原町）で本審査（調理審査）を実施します
・最優秀賞の受賞者は、東京都で開催される全国大会に県代表として参加していただきます
・入賞レシピの著作権は県に帰属し、印刷物やクックパッド「ぐんまちゃんのキッチン」ホームページ（https://cookpad.com/kitchen/12696775） 
などに掲載する場合があります
問 県庁林業振興課（☎027-226-3234　 FAX027-223-0154）

昨年の最優秀賞作品
「きのこたっぷりクレープあんかけ」

マイナンバーで手続きが簡単に！
　申請手続きの際に、住民票などの必要書類をそろえるのに苦
労したことはありませんか。
　マイナンバー制度の「情報連携」の開始により、マイナンバー
を用いる行政手続きで、住民票や課税証明書などの添付書類を
省略できるようになりました。
「情報連携」は 行政機関や地方自治体がそれぞれ保有してい
る個人情報を、必要な範囲で相互にやりとりすることです
添付書類を省略できる手続き 児童手当や介護保険などの地
方自治体の手続きの他、健康保険関係やハローワーク関係の手
続きなど
その他 詳しくは、内閣府ホームページ（http://www.cao.g 
o.jp/bangouseido/）をご覧いただくか、お問い合わせくだ
さい
問 マイナンバー総合フリーダイヤル（フリーダイヤル0120-9 
5-0178）、県庁情報政策課（☎027-226-2345　 FAX027-2 
24-2812）

スポーツの楽しさ体験！
「県障害者スポーツ大会」参加者募集

期間 ７月下旬～10月上旬
会場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター（前
橋市関根町）他
競技種目（13 種目） フライングディスク、ア 
ーチェリー、陸上競技、ボッチャ、サッカー、
水泳など
対象 身体・知的・精神障害のある人
費用 無料　 申込期間 ６月上旬～７月上旬　 申し込み方法 所定の申込用紙
申込用紙配布場所 市役所・町村役場、県保健福祉事務所、県立ふれあいス
ポーツプラザ、県立ゆうあいピック記念温水プールなど
※県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/02/d4210047.html） 
からも入手できます
その他 全国障害者スポーツ大会の選考会も兼ねます。詳しくはお問い合わせ
いただくか、県ホームページ（前記）をご覧ください
問 県庁障害政策課（☎027-226-2634　 FAX027-224-4776）

早めの避難が大切です
みんなで防ごう土砂災害

　６月は ｢土砂災害防止月間｣ です。梅雨から台風の時期に
かけては降水量が多く、一年のうちでも土砂災害が発生しや
すくなります。
土砂災害から身を守るためには 日頃から防災情報の収集に
努め、危険な場所や避難場所、避難の道順などを家族や地域
で話し合い、確認しておきましょう。
　地鳴りなど土砂災害の前触れに気付いたときは早めに避難
し、最寄りの県土木事務所や市役所・町村役場に通報しましょう
危険箇所・雨量情報・土砂災害警戒情報は 県ホームページ
（http://www.kendoseibi.pref.gunma.jp/section/
sabo/hp/main_page_01.htm）から確認できます。また
雨量情報は、携帯電話（http://www.uryou-gunma.jp/
k/）からも確認できます
問 県庁砂防課（☎027-226-3632　 FAX027-243-1680）

忘れていませんか？ 自動車税
　自動車税の納期限は５月31日です。うっかり納め忘れた人、口座振替で引き
落としにならなかった人はいませんか。
　まだ納めていない人は、急いで納めましょう。
納税場所 県内の金融機関、郵便局、県自動車税事務所（前橋市上泉町）、県
行政県税事務所、コンビニエンスストア、「P

ペ イ ジ ー

ay-easy」対応のインターネット
バンキング・モバイルバンキング・現金自動預払機（ATM）、「Yahoo!公金支
払い」ホームページ（https://koukin.yahoo.co.jp/）（クレジットカード
による納税）
その他 口座振替で５月31日に引き落としに
ならなかった場合や、納税通知書を紛失してし
まった場合は、納付書を再送付します。県自動
車税事務所または県行政県税事務所に連絡して
ください
問 県自動車税事務所（☎027-263-4343
FAX027-261-5931）、県行政県税事務所
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シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
、
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う

〇
乗
り
物
盗
の
被
害
防
止

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
や
二
重
ロ
ッ
ク（
自
転
車
） 

を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う

〇
住
宅
対
象
の
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

・
外
出
す
る
際
は
、
少
し
の
時
間
で
も
必

ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う

問
　
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
（
☎

０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
３
０

５
１
　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
７
８
６
６
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新

労
働
保
険
の
保
険
料
は

　
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
単

位
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
、
全

て
の
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
総
額

に
、
事
業
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率

を
乗
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
年
度
ご
と
に
概
算
で
保
険
料
を
納

付
し
、
年
度
末
に
賃
金
総
額
が
確
定
し
た

後
に
精
算
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
事
業
主
は
、
前
年
度
の
保
険

料
を
精
算
す
る
た
め
の
確
定
保
険
料
の
申

告
・
納
付
と
、
新
年
度
の
概
算
保
険
料
を

納
付
す
る
た
め
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き

が
必
要
で
す

手
続
き
方
法
　
所
定
の
申
告
用
紙

※
厚
生
労
働
省
か
ら
５
月
31
日
㈭
ま
で
に

送
付
さ
れ
ま
す

手
続
き
期
限
　
７
月
10
日
㈫

そ
の
他
　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
政
府
が
労

働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、 

さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠

出
金
の
10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
　
群
馬
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
☎

０
２
７
・
８
９
６
・
４
７
３
４
　
FAX

０
２

７
・
８
９
６
・
２
０
９
７
）、
県
内
労
働

基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
、
県
庁

労
働
政
策
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３

４
０
２

　
FAX
０
２
７・
２
２
３・７
５
６
６
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
経
済
的
自
立
の

支
援
や
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
母
子
家
庭
の
母
（
配
偶
者
の
い
な

い
女
性
で
、
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
人
）
、
父
子
家
庭
の
父
（
配
偶
者
の

い
な
い
男
性
で
、
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養

し
て
い
る
人
）
、
父
母
の
い
な
い
20
歳
未

満
の
子
、
寡
婦
（
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母

で
あ
っ
た
人
）
な
ど

貸
付
資
金
の
種
類
　
修
学
、
就
学
支
度
、

修
業
、
技
能
習
得
、
生
活
、
転
宅
、
住
宅
、

就
職
支
度
、
事
業
開
始
、
事
業
継
続
、
医

療
介
護
、
結
婚
な
ど
の
資
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

利
率
　
無
利
子

※
た
だ
し
一
部
資
金
は
有
利
子
（
年
利
１ 

％
）

返
済
方
法
　
口
座
引
き
落
と
し

※
毎
月
払
い
、
年
２
回
払
い
、
年
１
回
払

い
の
い
ず
れ
か

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

※
申
請
前
に
必
ず
相
談
が
必
要
で
す

そ
の
他

・
審
査
の
結
果
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す

・
原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
相
・
問

　
県
保

健
福
祉
事
務
所
、
前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
朝
日
町
　
☎
０
２
７
・
２
２
０ 

・
５
７
０
１
　
FAX

０
２
７
・
２
４
３
・
６

４
７
４
）
、
高
崎
市
こ
ど
も
家
庭
課
（
高

崎
市
高
松
町
　
☎
０
２
７
・
３
２
１
・
１

２
４
７
　
FAX
０
２
７・３
２
４・
１
８
４
９
）

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か

地
域
安
全
マ
ッ
プ
と
は

　
犯
罪
が
起
こ
り

や
す
い
と
い
わ
れ
る
場
所
な
ど
を
地
図
上

に
示
し
て
、注
意
喚
起
を
図
る
も
の
で
す
。

　
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
子
ど
も

が
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
の
危
険
回
避
能

力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
防
犯
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
県
で
は
地
域
安
全
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
講
師
を
派

遣
し
て
支
援
し
て
い
ま
す

内
容

　
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
説
明
、
街
歩

き
、
地
図
作
り
、
発
表
会

※
５
、
６
人
の
班
で
作
業
を
し
ま
す

※
所
要
時
間
は
お
お
む
ね
４
時
間
程
度

講
師

　
県
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

　
県
内
在
住
の
小
学
生
（
中
・
高
学

年
向
け
）

費
用
　
無
料

※
会
場
費
や
開
催
広
告
費
は
開
催
者
の
負

担
に
な
り
ま
す

申
込
期
限
　
実
施
希
望
日
の
１
カ
月
前

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（ht 

tp://www.shinsei.elg-front.jp/
gunm

a/navi/index.htm
l

）
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す

そ
の
他

・
会
場
に
は
、
班
ご
と
に
模
造
紙
を
広
げ

て
作
業
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す

・
低
学
年
向
け
の
親
子
教
室
や
大
人
向
け

の
講
習
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
県
庁
消
費

生
活
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５

６
　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
８
１
０
０
）

※
申
込
用
紙
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h 

ttp://www.pref.gunm
a.jp/ 05/

c0100150.htm
l

）
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す

地域安全マップ作成例

募

　集

「
県
子
ど
も
朗
読
大
会
」
の
出

場
者

　
詩
や
小
説
、
随
筆
な
ど
、
感
動
し
た
文

学
作
品
の
朗
読
を
発
表
す
る
児
童
・
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
県
内
の
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
（
前
期
課
程
）、
特
別
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒

募
集
部
門
　
小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
〜

３
年
生
）、
小
学
生
高
学
年
の
部
（
４
〜

６
年
生
）、
中
学
生
の
部

※
選
考
に
よ
り
大
会
出
場
者
（
各
部
門
８

人
程
度
）
を
決
定
し
ま
す

応
募
期
間
　
７
月
２
日
㈪
〜
９
月
21
日
㈮

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

※
学
校
を
通
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

○
県
子
ど
も
朗
読
大
会

・
期
日
　
12
月
15
日
㈯

・
時
間

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

・
会
場
　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
文
京
町
）

・
賞
　
各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
人
、

優
秀
賞
２
人
、
奨
励
賞
５
人
　

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
入
賞
者
に

は
副
賞
を
進
呈
し
ま
す

応
募
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
県
庁
生
涯

学
習
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
６
６

２
　
FAX

０
２
７
・
２
２
４
・
８
７
８
０
）

※
応
募
用
紙
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt 

p://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/ 03/
x3800115.htm

l

）
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す

朗読を発表する出場者

試

　験

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
　
８
月
19
日
㈰

合
格
発
表
日
　
９
月
26
日
㈬

試
験
時
間

・
甲
種
（
特
類
）　
午
前
９
時
〜
11
時
45
分

・
甲
種
（
１
〜
５
類
）　
９
時
〜
午
後
０
時

15
分

・
乙
種
（
１
〜
７
類
）　
９
時
〜
10
時
45
分

試
験
会
場
　
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校

（
前
橋
市
石
関
町
）

試
験
内
容
　
消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）
第
17
条
の
８
第
２
項
に
規
定

す
る
甲
種
（
特
類
・
１
〜
５
類
）・
乙
種

（
１
〜
７
類
）
消
防
設
備
士
試
験

受
験
資
格

○
甲
種
消
防
設
備
士
試
験
は
次
の
受
験
資

　

 

お
知
ら
せ

県
民
防
犯
運
動

　
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
「
県
民
防

犯
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
や
家
族

と
の
絆
を
深
め
て
、
犯
罪
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

期
間
　
６
月
11
日
〜
20
日

運
動
重
点

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
夜
間
の
一
人
歩
き
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
し
な
が
ら
歩
く
の
は
危
険
で
す
。

人
通
り
の
あ
る
道
や
明
る
い
道
を
選
び
、

周
囲
へ
の
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
等
詐
欺
の
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す

・
犯
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
な
い
よ
う
に
、

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に
設
定
し
て
お

く
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

・
電
話
で
「
お
金
を
用
意
し
て
」「
キ
ャ
ッ

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
時
期
を
同
じ
く
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
が
高
崎
駅 

の
近
く
に
完
成
し
ま
す
。
ま
た
同
年
７ 

月
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、 

広
く
国
内
外
に
群
馬
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。

　
皆
様
と
一
緒
に
オ
ー
ル
群
馬
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

夏
の
ぐ
ん
ま
を
ア
ピ
ー
ル

〜
32
年
春 

群
馬
Ｄ
Ｃ
開
催
決
定
〜

　
今
年
の
「
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で 

の
３
カ
月
間
開
催
し
ま
す
。

　「
水
源
県
ぐ
ん
ま
」な
ら
で
は
の「
水
」

は
も
ち
ろ
ん
、
今
夏
に
全
線
開
通
が
予 

定
さ
れ
て
い
る
「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト 

レ
イ
ル
」
な
ど
の
「
山
」、
ま
た
ユ
ネ
ス

コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
「
上こ

う

野ず
け

三さ
ん

碑ぴ

」
や
東
国
文
化
な
ど
の
「
歴
史
」

を
切
り
口
に
、
新
し
い
魅
力
を
創
出
し
、

夏
の
群
馬
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
32
年
４
月
か
ら
６
月
に
は
９

年
ぶ
り
と
な
る
「
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）」

知
事
コ
ラ
ム

「ググっとぐんま観光宣伝推進協議会総
会」（５月１０日）で関係者と団結する大
澤正明知事（中央）
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群馬交響楽団定期演奏会情報

問 群馬交響楽団事務局　 ☎ ０２７-３２２-４３１６
 FAX ０２７-３２２-４９４３　HP http://www.gunkyo.com/

群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響
楽団事務局（高崎市高松町）など
入場券販売場所

６月１６日㈯期 日 開演時刻 午後６時45分（６時開場）
会 場 群馬音楽センター（高崎市高松町）

指揮：大
おお

友
とも

直
なお

人
と

、ピアノ：イノン・バルナタン、曲目：ブラー
ムス／ ピアノ協奏曲 第 2番 変ロ長調 作品83　ブラームス（編
曲：シェーンベルク）／ ピアノ四重奏曲 第 1番 ト短調 作品25

内 容

問 ザスパクサツ群馬　 ☎ ０２７-２２５-２３５０　FAX ０２７-２２５-２３５５
HP http://www.thespa.co.jp/

日程 開始時刻 対戦相手
６月９日㈯ 午後7時 セレッソ大阪Ｕ-２３
７月１日㈰ カターレ富山

正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）会　場

指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
入場料

前売り券販売場所 ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊
勢崎市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など

入場料 Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝4,100円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席（自由席）＝2,100円

ザスパクサツ群馬試合情報 群馬ダイヤモンドペガサス試合情報

問 群馬ダイヤモンドペガサス　☎ ０２７-３８６-６０８８
 FAX ０２７-３８６-６０８３　HP http://d-pegasus.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手
6月  8日㈮

午後１時
城南野球場

福島ホープス
6月  9日㈯

栃木ゴールデンブレーブス
6月20日㈬
６月24日㈰ 伊勢崎市野球場 武蔵ヒートベアーズ
６月27日㈬ 城南野球場 栃木ゴールデンブレーブス

全席自由（当日券だけ）　一般＝1,500円、小・中学
生＝500円　※小学生未満は無料

入場料

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（７月１日カターレ富山戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホームゲ
ーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（７月１４日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

格
が
必
要
で
す

・
特
類
…
甲
種
消
防
設
備
士
の
第
１
類
か

ら
第
３
類
ま
で
の
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
の

免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
か
つ
甲
種

消
防
設
備
士
の
第
４
類
と
第
５
類
の
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る

・
特
類
以
外
…
甲
種
消
防
設
備
士
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
機
械
、
電

気
、
工
業
化
学
、
土
木
ま
た
は
建
築
に
関

す
る
学
科
ま
た
は
課
程
を
修
め
て
卒
業
し

た
、
乙
種
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

け
た
後
２
年
以
上
、
消
防
用
設
備
な
ど
の

整
備
の
経
験
が
あ
る

※
技
術
士
の
人
の
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
乙
種
消
防
設
備
士
試
験
は
、
誰
で
も
受

験
で
き
ま
す

受
験
料

・
甲
種
　
５
７
０
０
円

・
乙
種
　
３
８
０
０
円

申
請
期
間

・
書
面
申
請
　
６
月
28
日
㈭
〜
７
月
９
日
㈪

・
電
子
申
請
　
６
月
25
日
㈪
〜
７
月
６
日
㈮

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
ま
た

は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://www.shoubo-shike 

n.or.jp/

）

申
込
用
紙
配
布
場
所
　
県
内
各
消
防
本

部
・
本
局
、
消
防
署
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
群
馬
県
支
部
（
前
橋
市
大
渡
町
　

県
公
社
総
合
ビ
ル
内
）

問
　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
群
馬
県

支
部
（
☎
０
２
７
・
２
８
０
・
６
１
２
３

　
FAX

０
２
７
・
２
８
０
・
６
１
２
４
）、

県
庁
消
防
保
安
課
（
☎
０
２
７
・
２
２

６
・
２
２
４
２
　
FAX

０
２
７
・
２
２
１
・

０
１
５
８
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験

試
験
日
　
10
月
14
日
㈰

合
格
発
表
日
　
12
月
４
日
㈫

試
験
会
場
　
上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
（
伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
）
な
ど

受
験
資
格
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

原
則
５
年
以
上
か
つ
９
０
０
日
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
人

出
願
期
間
　
６
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮

出
願
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

出
願
用
紙
配
布
開
始
日
　
６
月
４
日
㈪

出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
前
橋
市
新
前
橋
町
）、
県
庁
介
護
高

齢
課
、
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場

そ
の
他
　
受
験
資
格
に
関
わ
ら
ず
、
全
て

の
受
験
者
に
つ
い
て
実
務
経
験
証
明
書
の

提
出
が
必
要
で
す

問
　
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
７
・

２
８
０
・
４
１
０
７
　
FAX

０
２
７
・
２
５

５
・
６
０
４
０
）催

　し

県
公
式
ア
プ
リ「
き
ぬ
め
ぐ
り
」

周
遊
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
県
で
は
、
世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
を
含

め
た
「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」
を
便
利
に
楽
し

く
巡
り
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
の
ア

プ
リ「
き
ぬ
め
ぐ
り
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る
周
遊
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
世
界
遺
産
周
遊
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

周
遊
場
所

　
世
界
遺
産
構
成
４
資
産
（
富

岡
製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高
山
社
跡
、

荒
船
風
穴
）

応
募
条
件
　
２
カ
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る

【
日
本
遺
産
周
遊
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

周
遊
場
所
　
日
本
遺
産
構
成
13
文
化
財（
桐

生
織
物
会
館
旧
館
、
中
之
条
町
六
合
赤
岩

養
蚕
農
家
群
、
永
井
流
養
蚕
伝
習
所
実
習

棟
、
旧
小
幡
組
製
糸
レ
ン
ガ
造
り
倉
庫
な

ど
）

応
募
条
件
　
６
カ
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る

【
共
通
事
項
】

期
間
　
８
月
31
日
㈮
ま
で

賞
品
　
旅
行
券
１
万
円
分
…
１
人
、
絹
美

肌
グ
ッ
ズ
３
千
円
相
当
…
３
人
、
Ｑ

クＵ
Ｏオ

カ
ー
ド
千
円
分
…
５
人

※
抽
選
に
外
れ
た
人
の
中
か
ら
、
さ
ら
に

抽
選
し
て
１
０
０
人
に
絹
遺
産
ノ
ベ
ル

テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
通
信
料

が
か
か
り
ま
す

入
手
方
法
　「A

ア

ッ

プ

pp S

ス

ト

ア

tore

」
ま
た
は

「G

グ

ー

グ

ル

oogle P

プ

レ

イ

lay｣

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
詳
し
く
は
「
富
岡
製
糸
場
と
絹

産
業
遺
産
群
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
orldheritage.pref.gunm

a.jp/
kinuisan/app-ja.htm

l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い

※
【
別
図
】
か
ら
読
み
取
れ
ま
す

問
　
県
庁
世
界
遺
産
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
２
８
　
FAX

０
２
７
・
２
２

４
・
２
８
１
２
）

【
別
図
】

講
演
会
「
働
く
私
の
〝
も
や
も

や
〞
を
折
れ
な
い
心
に
か
え
る

コ
ツ
」

期
日
　
６
月
10
日
㈰

時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
職
場
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
負

担
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
働
く
女
性
の

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自

分
ら
し
く
、
前
向
き
に
働
き
続
け
る
た
め

に
、
日
々
の
〝
も
や
も
や
〞
や
ス
ト
レ
ス

に
振
り
回
さ
れ
な
い
コ
ツ
を
学
び
ま
す

講
師
　
松ま

つ

井い

知と
も

子こ

（
元
杏
林
大
学
保
健
学

部
教
授
）

対
象
　
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
女
性
、
女
性
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
携
わ
る
人

定
員
　
70
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

　
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
７
・
２
２
４
・
２
２
１
１

FAX

０
２
７
・
２
２
４
・
２
２
１
４
　

sankakuse@
pref.gunm

a.lg.jp

）

農
林
大
学
校
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」

収穫体験をする参加者（花き・果樹コース）

期
日
　
７
月
26
日
㈭

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場
　
県
立
農
林
大
学
校（
高
崎
市
箕
郷
町
）

内
容
　
学
校
生
活
の
紹
介
や
模
擬
講
義
、

学
科
・
コ
ー
ス
の
説
明
、
学
校
見
学

対
象
　
当
校
へ
の
入
校
を
検
討
し
て
い
る
人

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限

　７
月
20
日
㈮

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
所
定
の
申

込
用
紙

そ
の
他
　
８
月
１
日
㈬
、
８
日
㈬
に
は
、

コ
ー
ス
の
実
習
体
験
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
申
・
問

　
県
立

農
林
大
学
校
（
☎
０
２
７
・
３
７
１
・
３

２
４
４
　
FAX
０
２
７・３
７
１・
６
９
６
８
）

※
申
込
用
紙
は
、
県
立
農
林
大
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.gunm

a-i 
af.ac.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

　リニューアルに向け準備を進めていた「ぐんまちゃん家」が、６月12日（火）にプ
レオープンします。
　プレオープン期間中は、物産販売のみの営業となりますが、７月下旬には、レストラ
ンを含め、グランドオープンする予定です。
営業日・時間 毎日　午前11時～午後７時　※年末年始を除く
移転先住所 東京都中央区銀座7-10-5

ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家
ち

」

ぐんま総合情報センター　☎03-3571-3086　FAX 03-3571-3089問

平成30年6月3日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（7）

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
光
る
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
ろ
う
」

暗闇で光るスライム

日
程

　
６
月
９
日
、
23
日
、
30
日
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
（
受
け
付
け
は

１
時
30
分
か
ら
）

会
場

　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容

　
自
然
界
に
は
、
暗
闇
で
体
か
ら
光

を
発
生
す
る
発
光
生
物
と
い
う
生
き
物
が

い
ま
す
。

　
発
光
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
蓄

光
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ム
を
作
り

ま
す

講
師
　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

FAX

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す

問
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

FAX

０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

150㌢望遠鏡での観望会の様子

歴
史
博
物
館
東
国
文
化
講
座

「
ぐ
ん
ま
古
墳
最
前
線
」

　
な
ぜ
群
馬
に
１
万
３
０
０
０
基
以
上
の

古
墳
が
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
古
墳
大
国
・
群
馬
の
現
在
・
過
去
・
未

来
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

期
日
　
６
月
16
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
24
年
度
か
ら
４
年
が
か
り
で
実
施

し
た
平
成
の
古
墳
総
合
調
査
を
基
に
、
古

墳
大
国
・
群
馬
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
す

演
題

　ぐ
ん
ま
・
古
墳
再
発
見
―
平
成
の

古
墳
総
合
調
査
の
成
果
を
通
じ
て
―
　

講
師
　
深ふ

か

澤さ
わ

敦あ
つ

仁ひ
と

（
当
館
学
芸
係
長
）

定
員
　
１
４
４
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５

２
２
　
FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

県
立
図
書
館
「
著
者
が
著
作
を

語
る
会
」

期
日
　
６
月
21
日
㈭

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

内
容
　「
中
島
飛
行
機
と
学
徒
動
員
」（
み

や
ま
文
庫
）
の
著
者
で
あ
る
講
師
が
、
飛

行
機
王
と
呼
ば
れ
た
中な

か

島じ
ま

知ち

久く

平へ
い

と
そ
の

会
社
で
飛
行
機
制
作
に
従
事
し
た
若
者
た

ち
に
つ
い
て
話
し
ま
す

演
題
　
中
島
飛
行
機
と
学
徒
動
員

講
師
　
正し

ょ
う

田だ

喜よ
し

久ひ
さ

（
元
太
田
市
教
育
委
員

会
教
育
長
）

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
☎
０
２
７
・

２
３
１
・
３
０
０
８

　
FAX

０
２
７
・
２
３

５
・
４
１
９
６

※
申
込
用
紙
は
、県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w
.library.pr 

ef.gunm
a.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
サ
マ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

ョ
ー
」
＊

青色や白色を基調とした涼しげな展示

会
期

　
６
月
23
日
㈯
〜
７
月
16
日
㈪

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内
容

　
温
室
の
中
に
、
ブ
ル
ー
や
ホ
ワ
イ

ト
の
植
物
を
使
用
し
、
涼
し
げ
で
爽
快
感

の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
を
演
出
し
ま
す

入
園
料

　
一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

※
７
月
１
日
㈰
か
ら
は
一
般
＝
６
０
０
円

問
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１

１
８
７
・
３
８

　
FAX

０
２
７
・
２
８
３
・

８
３
８
９

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

　最

新
情
報
展
「
甲よ

ろ
い

を
着
た
古
墳
人

の
武
器
・
武
具
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

期
日
　
７
月
１
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発

掘
情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
容
　
金
井
東
裏
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
甲
を
着
た
古
墳
人
」
が
着
装
し
て
い
た

甲
や
所
持
し
て
い
た
矛
・
鏃や

じ
り

な
ど
の
武

器
・
武
具
の
展
示
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

対
象

　
高
校
生
以
上
の
人

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３

FAX

０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

防食処理後初めて公開された実物の甲

館
林
美
術
館
特
別
展
示
「
ア
ー

ト
遊
覧
紀
行
―
自
然
と
人
間
を

め
ぐ
っ
て
―
」
学
芸
員
に
よ
る

作
品
解
説
会 

＊

期
日
　
６
月
９
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

会
場
　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
容
　
特
別
展
示
「
ア
ー
ト
遊
覧
紀
行
―

自
然
と
人
間
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
展
示
作

品
を
、
当
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き

な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

FAX

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８

作品が展示された会場風景

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
惑
星
大
集

合
！

　ぐ
ん
ま
天
文
台
に
惑
星

を
見
に
行
こ
う
！
」
＊

　
金
星
、
木
星
、
土
星
、
火
星
を
観
察
す

る
の
に
適
し
た
期
間
が
秋
ま
で
続
き
ま

す
。
6
月
は
、金
星
と
木
星
が
見
頃
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
大
型
望
遠
鏡
で
惑
星
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
　
土
・
日
曜
・
祝
日
の
午
後
７
時
〜

10
時

30群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　県北西部の嬬恋村などでは、冷涼な気候を生かした夏秋キャベツの
栽培が盛んで、群馬県は日本一の生産量を誇ります。
　夏秋キャベツは、これからが旬の時期で、北は青森県から南は沖縄
県まで、全国各地に出荷されます。昼夜の寒暖差が大きいため、葉が
柔らかく甘みがあり、シャキシャキしているのが特長です。
　一面に広がるキャベツ畑の景色は圧巻で、映画やドラマなどのロケ
地にもなっています。また嬬恋村では、キャベツをキーワードとして
「キャベツ畑の中心で妻に愛を叫ぶ（キャベチュー）」や「嬬恋キャ
ベツヒルクライム」など、多くのイベントが開催されています。
　おいしい夏秋キャベツを味わうもよし、壮大な景色の中をドライブ
するもよし、イベントに参加してみ
るのもよし。これからの時期、いろ
いろな楽しみ方で群馬のキャベツを
満喫してみてはいかがでしょうか。
※群馬の魅力を紹介した冊子「ぐん
まがいちばん！」は、県ホームペー
ジ（http://www.pref.gunma.jp/ 
01/b0100132.html）からもご
覧になれます。
問 県庁広報課（☎027-897-2695　 FAX  027-243-3600）

群馬のキャベツは日本一

広がるキャベツ畑


